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現
在
、大
韓
民
国
の
行
政
区

域
は
三
段
階
と
な
っ
て
お
り
、

一
段
階
の
市
・
道
と
二
段
階
の

市
・
郡
・
区
を
、そ
れ
ぞ
れ
広
域

自
治
団
体
、基
礎
自
治
団
体
と

呼
ん
で
い
る
。二
段
階
の
行
政

区
域
で
あ
る
市
・
郡
は
、朝
鮮
の

町
［
邑
］を
適
切
な
大
き
さ
に
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
新
羅
の
郡
県
か
ら
始
ま
っ
た
。

『
三
国
史
記
』に
よ
る
と
、統
一
新
羅
の
地
方
制
度
は
三
段
階
で
、全
国
を

九
州
に
分
け
、州
は
小
京
と
複
数
の
郡
を
従
え
、さ
ら
に
郡
は
県
を
従
え
て

い
た
。新
羅
末
期
に
は
そ
の
関
係
が
弱
ま
り
、単
位
の
等
級
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
。神
文
王
代
に
九
州
が
整
備
さ
れ
、地
方
制
度
を
確
立
。新
羅
で
は
、

邏
頭
・
道
使
が
城
や
村
に
派
遣
さ
れ
、郡
単
位
の
地
方
官
は
幢
主
が
務
め

た
。統
一
期
に
は
郡
県
制
が
導
入
さ
れ
、郡
と
県
の
地
方
官
が
異
な
る
役
割

を
果
た
し
、新
羅
末
期
に
は
郡
県
間
の
関
係
が
緩
く
な
り
、各
郡
県
が
分
立

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
国
時
代
の
新
羅
に
お
け
る
郡

｜

省
・
村
制
の
議
論
で
は
、行
政
村
が

い
く
つ
か
の
自
然
村
か
ら
構
成
さ
れ
、道
使
が
有
力
な
自
然
村
に
派
遣
さ

れ
て
周
辺
を
統
合
し
た
と
さ
れ
る
説
が
主
流
で
あ
る
が
、そ
の
具
体
的
な

形
成
過
程
は
、紐
解
く
必
要
が
あ
る
。

『
三
国
史
記
』の
地
理
志
に
あ
る
三
年
郡
の
事
例
で
は
、新
羅
は
辺
境
地

域
や
新
た
に
進
出
す
る
地
域
に
山
城
を
築
き
、そ
こ
に
道
使
を
派
遣
し
て

郡
と
し
て
編
制
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
山
城
は
新
羅
国
家
の
支

配
を
象
徴
す
る
軍
事
的
拠
点
で
あ
り
、地
域
の
中
心
地
と
し
て
発
展
す
る

基
盤
と
な
っ
た
。一
方
、内
地
に
は
高
塚
古
墳
群
が
見
ら
れ
、在
地
有
力
者

を
通
じ
た
間
接
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

軍
団
編
制
の
た
め
の
人
力
徴
発
の
単
位
で
も
あ
っ
た
点
か
ら
、単
に
三

韓
小
国
の
国
邑
や
邑
落
が
そ
の
ま
ま
郡
県
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、新
羅

国
家
に
よ
っ
て
新
し
い
空
間
組
織
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
れ
が

歴
史
の
中
で
大
小
間
の
変
形
を
経
て
、現
在
ま
で
続
い
た
と
い
う
点
に
お

い
て
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

高
麗
、朝
鮮
時
代
を
経
て
、山
城
中
心
の
地
域
の
中
心
地
、す
な
わ
ち
邑

治
は
、変
遷
の
困
難
を
経
験
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、多
く
の
郡
県
で
は
邑

治
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、中
心
地
に
山
城
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。こ

れ
ら
の
山
城
は
、現
在
の
基
礎
自
治
団
体
の
起
源
を
示
す
象
徴
的
な
建
造

物
と
し
て
積
極
的
に
保
存
、活
用
が
な
さ
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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て
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韓
国
古
代
の
歴
史
地
理
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空
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史
（
S
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の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
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を
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う
。
お
も
な
業
績
に
「
地
籍
原
図
と
G
I
S
を

活
用
し
た
新
羅
玉
都
街
路
体
系
の
復
元
」（『
韓
国
上
古
史
学
報
』
一
〇
七
、
全
朴
、
二
〇
二
〇
） 

、「
新
羅
統
一
期
漢

州
の
物
資
移
動
と
漕
運
」（『
歴
史
と
現
実
』
一
二
一
、ソ
ウ
ル
、二
〇
二
一
）、「
新
羅
小
京
の
機
能
と
空
間
構
造
」（『
大

丘
史
学
』
一
五
一
、
大
邱
、
二
〇
二
三
）
な
ど
が
あ
る
。
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